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　　　　Double-Shot Pyrolyzer® Technical Note　　　　

オートショット・サンプラーオートショット・サンプラーオートショット・サンプラーオートショット・サンプラー （（（（AS-1020E））））の動作原理の動作原理の動作原理の動作原理

　 オートショット・サンプラーは、PC制御により熱分解炉中心部への試料カップの自由落下による導入と、分析終了後の加圧キャリヤ

ーガスによる吹上げ回収法を組み合わせた自動分析用サンプラーです。図1にその一連の動作を示します。

試料カップの導入：カルーセルに設置された試料カップはAに移動します（図1の①）。次に、V2とV1が開き、試料カップはBの位置まで

導入され待機します（図1の②）。その後V2とV1が閉まり、約30秒間キャリヤーガスでパージ後、V3が開くことによって試料カップが熱分

解炉に自由落下し、熱分解と同時に分析が開始されます（図1の③） 。

試料カップの回収：分析が終了しGCオーブンの温度が設定初期温度まで冷却されると、V1、V2 およびV3 が開きます。その後、V4が

開き、熱分解炉とGC注入口の間から加圧キャリヤーガスが導入され、試料カップは吹上げられて回収容器に回収されます（図1の④）

。

応用分野 ：高分子分析全般
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　　　　図1 オートショット・サンプラーの一連の動作

V1: 試料カップ導入シャッター、 V2:ボールバルブ、 V3:試料カップ落下制御用ピン、 V4: 加圧キャリヤーガス制御用電磁弁

A: 試料カップ導入位置、 B:試料カップ待機位置
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①試料カップのV1上へ移動 ②試料カップ待機位置で
　 保持（ V1,V2,V3,V4閉）

死空間のパージ

③試料カップのPYへの落下
　　（V3開、瞬間熱分解）

④試料カップの回収
　　（V1,V2,V3,V4開）

パージ V3V3V3V3

He

加熱炉部本体(PY)

V4V4V4V4

V1V1V1V1
V2V2V2V2

A

B

カルーセル（48ヶまで）

試料カップ回収用
加圧キャリヤーガス

（例：100ml/min）

GC INJ GC INJ GC INJ


